
大
川
四
年
六
首
ニ
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一
日
第
三
周
到
価
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の
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運
賃
論時

論

英
岡
崎
労
働
黛
の
農
政
方
針

揖

肌

常

m

h

一
応
い
の
政
策
論
の
根
本
概
念
-
前
削

露
阿
亜
拡
農
政
攻
革
ご
そ
の
弛
果
-

緋

惜

錦

疎

領
主
擁
護
の
農
民
脳
動

民
文
に
就
き
て

美
濃
名
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村
の
地
訓
制
度

川
ソ
ミ
ュ
ヱ
ル
・
べ

f
リ
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最
近
の
露
闘
組
合
運
動

壮
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Aa下

陀
川
同
時
臨
出
担
行
合
・
M

叶
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人
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地
法
施
行
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凶

剛

錦

略

本
訴
第
二
十
三
巻
縞
目
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十

放
授
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山
市
戸
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岬
ト
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救
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山
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弔
聞
士

教
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開
問
中
博
士

t
主
長
引
っ
千

h
F
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4
h
4
h
T
1
J

品
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1

制

桝

m
F
1

役
授
将
済
問
巾
士

投
根
山
州
問
中
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l

-
校
校
相
前
月
γ

博
士

論
帥
籾
掛
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町
中
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刊
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サ
ー
ュ
エ
ル
・
べ

f
リ

l
f;/l 

却十

自R

一

前
枇
艇
の
二
十
年
か
ら
三
十
年
に
至
る
約
十
年
の
問

は
、
共
同
山
般
消
川
市
は
仰
に
類
ひ
な
き
科
肌
中
的
活
訴
を

以

τ充
た
き
れ
た
る
時
代
で
め
っ
た
。
ぞ
れ
は
ケ
マ
!

の
死
伏
幾
多
の
で

4

ノ
ミ
ス
ー
な
蹴
山

1
た
か
の
仰
山
剛
一

阿
脳
出
判
明
の
ス
ト
ゥ
ル
七
ウ
ノ

y
t
.
ド
ラ
Y

ク
時
代

仁
も
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
O

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
、
マ

レ

1

夜、

1

J
，
-
)
一
，
a
巾，E
t川
崎
:
同

E
-民
M
E
M時

1
L
4
1
5
」

川
ヲ

J

P

・1J

フ

1

U

W
副
R
P
M
H
H
H相
判
官
制
H吋

!
t

仁
そ
れ
以
前
仁
川
町
し
大
約
完
成
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
ら
山
梨

枕
は
常
時
山
英
同
問
内
弔
問
ピ
な

b
っ
、
あ
っ
た
も
の
で

あ
る
が
.
特
仁
リ
カ

y

l
山
明
説
付
骨
川
附
山
県
川
M
介、

-M際
枇
命
口
仁
大
な
品
川
郎
轡
か
及
は
し
、
多
〈
山
リ

h
y

N
I
'
:
!
l
b
}
1
1
!
b
:
I
l
-
-
-

I
U
H
キ
示
を
・
恥
t
f
L
L
d
t
A
る
《
山
か
却
刷
叫
，
J
4
N
7
7

ア
ン
(
ピ

f
ム

s

ス
・
ミ
b
y

、
F

カ
ロ
ヅ
ク
、

J

プ
ィ
・
ク
リ
ン

ジ
ー
は
毛
山
一
主
な
る
も
山
)
日

ι
一
昨
山
町
川
下
稲
川
先
川

の
山
中
泌
を

z-
的
一
腕
、
叉
U
昨
日
初
的
仁
附
凶
器

t
、
そ
れ
が

怖
布
日
怖
に
努
め
る
と
川
附
仁
、
従
来
の
串
誠
仁
則

1

τ論
眠
、
抗
川
下
l
た
山
は
仏
川

L
，
』
の
附
則
仁
特
川

ι。
そ

こ
で
け
誠
司
山
一
伴
論
雑
誌
、
パ

Y

ア
V

ツ
ト
、
川
名
著

作
を
池
じ
て
・
幾
多
山
ス
バ
ラ

v
f
刊
論
的
拭
九
H

が
行

は
れ
た
o
-
』
、
に
紡
介
[
ょ
う
ど
す
る
一

mm名
著

作

者
、
ヲ
ミ
ュ
エ

w
・
ミ
ー
リ
ー
は
か
、
る
時
代
仁
於

υる

申t

f:t 

サ
ミ
目
マ
一

R

・r
f
り
'

日
収
も
引
越
せ
る
リ
カ
ア
ド
批
一
昨
家
山
人
で
あ
っ

E
、

そ
の
明
倣
は
る
論
瑚
を
以
て
、
リ
〆
カ
ア
ド
及
び
そ
の
事

伎
の
純
前
川
リ
特
仁
そ
の
側
仙
川
論
的
不
備
・
矛
前
川
を
山
武
〈

め
に
h
・
多
〈
の
リ
カ

y
ド
副
川
越
者
小
」
I
て
川
宇
抑
制
刷
仰

せ
I
め
た
も
の
で

h
る。

〈

1
9
1
山
川
下
説
は
そ
山
弔
問
的
怠
義
的
大
な

ι制

作
じ
般
仁
は
知
ら
れ

t
ゐ
な
い
v

。
一
般
紙
附
市
市
民
で

れ
を
山
肌
悦
っ
た
も
仰
は
一
つ
も
弘
前
ら
な
い
悦
で
あ

】

:
'
I
l
i
t
i
-
-
-
4一

I
l
l
i
-
-》

ιc
一ご
U
，

rMmnJ-止
仁
村
悦
工
制
時
な
る
創
尚
b

あ
る
外
に
は
、
時
っ
て
k

リ
グ

r

y

が
一
.
0ロ
mo目。

Z
町内
-mn叶
乱
回
ユ
民
各
開
no
ロO
目
見
「
な
る
論
文
仁
於
'
¥

i
E
B
t
e
t
-
-
t
l
-

・2
4

7

f

i

-

-

J

パ

f
リ

1
u
-
ヰ
弘
ー
が
1
f
-
1
釘
引
f
k
こ
ピ
カ

J

h
、
川
川
日
入
日
仁
H
十
〈
7

F

ク
ー
は
こ
の
鼎
有
山
一
鼎
川
的

(
 

工

1
1
3
R
i
-
-
p
t

M
O
M
川
を
訴
刷
I

そ
U

ヨi
E
U
6
・"
l
b
I
、
そ
の
似

防
止
指
一
川

i
る
ふ
川
川
仁
、
そ
の
加
利
な
る
リ
カ
ア
ド

批
判
を
誠
仁
も
腕
h

て
昨
草
し
て
ゐ
る
o

判
払
も
山
口
つ

t

州
諸
寸
リ

h
y
ド
川
川
仙
論
山
一
例
山
冗
L

仁
於
1
.
-
』
の
ぺ

4

v
l
山
リ
カ
ア
ド
刻
畑
山
弘
一
十
を
一
一
一
一
の
州
出
川
に

τ、

不
十
分
乍
ら
紹
介
、
川
町
味

l
k
こ
じ
が
あ
ゐ
が
、
最
近

こ
の
旧
名
著
者
の
・
柏
町
若
を
-
史
に
な
は
二
三
手
仁
す
る
こ

記一一十一一一位

(
郎
内
脱

~II 

丸
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雑

サ
ミ
ユ
畠
ル
・
・
へ
イ
リ
1

鍬

(
第
六
披
一
五
O
}

一O
一一一
O

崎
市
二
十
三
容

Z-e得
た
る
を
卒
ひ
、
こ
、
に
こ
の
小
文
を
草
し
、
ィ
な
か
っ
冗
に
拘
は
ら
宇
、
彼
れ
の
友
人
、
曾
崇
者
な
ど

4
9
ト
の
生
涯
の
片
鱗
を
捕
博
士
そ
の
著
作
・
皐
設
の
の
懇
請
仁
よ
h
、
二
度
代
議
士
の
候
補
に
打
っ
て
出

一

端

を

紹

介

し

て

見

ょ

う

ご

思

ふ

。

一

て

、

二

回

共

に

失

敗

し

た

o

彼
は
蛍
時

M
S
H
E
-
。同

船
セ
リ
グ
マ
ン
は
4

イリ
I
M
F
斗
伺
値
由
一
場
需
と
し
同
時
聞
を
重
視
し
一
阿
佐

-z目的
r
r
o
ピ
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
た
さ
一
五
は
る
。
そ

削
る
こ
と
、

4Z働
醐
値
訓
に
剛
一
揖
し
た
る
こ
と
、
位
地
代
団
諭
を
械
一
の
死
去
す
る
や
(
一
人
七

O
年
一
月
十
人
目
)
V
エ

プ

4

げ
は
勺
品
目
日
付
日
以
U
H
U
U
U向
山
内
い
一
川
市
了

F

ド
市
に
入
高
砂
明
上
を
遺
贈
し
、
宮
崎
の
人
士
の

を
以
て
被
れ
叫
事
的
功
献
と
し
て
ゐ
る
。
己
L

に
私
自
問
題
と
す
る
一
一
腕
聴
を
敬
て
し
め
た
。

と
こ
ろ
と
全
日
開
に
於
て
き

2
0

一
彼
は
調
b
経
済
率
上
の
問
題
の
み
な
ら
字
、
哲
率
上

ニ

一

の

問

題

(

バ

l
夕
刊
ノ

l
に
謝
す
る
反
駁
そ

ω
他
)
を
も
取

ぺ

4
9
1
は
一
七
九
一
年
V

ヱ
フ
イ
1
P
ド
の
一
雨
一
一
致
ひ
、
叉
文
撃
に
も
噌
好
を
有
L
、
詩
も
書
い
て
ゐ

人
の
子
に
生
ま
れ
、
彼
も
亦
初
め
は
商
業
に
従
事
し
て
一
る
。
が
ニ
、
に
は
主
ご
し
て
経
済
聖
者
、
経
済
成
五
一
目

ゐ
た
が
、
数
年
に
し
て
可
な
り
莫
大
な
る
財
産
を
儲
け
一
家
ご
し

τの
ベ

4
9
1
を
問
題
芭
す
る
に
止
め
る
。
先

得
た
る
後
・
賞
品
薬
回
立
ち
退
き
(
但
し
一
曾
枇
の
枇
長
一
づ
初
め
に
彼
れ
の
経
済
事
上
の
著
作
(
そ
の
多
〈
は
匿

を
引
街
き
し
て
ゐ
た
の
は
例
外
て
そ
の
地
方
の
事
柄
に
一
名
で
ゐ
る
)

e

皆
、
私
の
知
れ
る
限
り
に
於
て
、
左
に
年

身
を
委
ね
っ
、
(
一
人
二
入
年
u
v
z

フ
イ

1
y
ド
町
の
一
代
順
に
列
悲
し
て
見
る
o

ト
ヲ

Z
7
4
に
皐
げ
ら
る
)
、
自
分
の
好
む
ご
こ
ろ
の
忠
一
同
)
阿
国
昔
百
円
宮
司
自
主
百

:
z
F
E
n
-
s
t
S
E

索
|
l政
治
、
経
済
、
哲
率
、
文
事
の
凡
ゆ
る
方
面
ド

o
S
E
E
Z耳
目

E
g
g
-
r二
邑
旦
岡
田
也

-1z

於

τー
に

号

、

雲

大

小

の

著

作

品

し

た

o
彼

U
N
r
z
m
H
P
E
n
g
-
P
B
E
L
o
-
-
z
n
L
g
r

は
極
め

τ熱
心
な
る
一
進
歩
的
自
由
主
義
者
で
あ
っ
た
百
石
F
1
5・
噌
名
古

F-525・伊豆

oF耳
甲
山
田

nro『

が
、
別
に
積
極
的
に
政
治
的
活
動
に
閥
典
す
る
意
思
が
同
D
O
E
E官、岡田
N
U
-

N 
) 
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凶
} 

〉
円
ユ
FE-
口説担吋
E20回。ロ

F
o
Z邑
C

司
m-

冨
S
E
3
9白

押

n
E目"。同
4
己居一

n
庄内田『

5
日
常
耳
目
白
骨
O
吾
ω
巧
E
E官

。『冨吋・回目
s
a
o
g白
E
M
吋。ロ
o
z
a一岡田
N

同一

〉
】
ト
旦
百
司
作
O

白
司
。
-52-
同
no吉
田
正
ヨ
。
nnpm百
ロ
旦
σ
4

回
目
〉
耳
目
-
o
E
F
0
4司
自
問
自
吉
良
司
同
2
お

4
0ロ
F
O
印

Eσ一
]
『

史博。『
A
f
.

己ロ向日同曲
N
F

同伊国『一
ω
。
ロ
長
。
]
司
z
a
E
。
『
叶
目
岳
。
ヨ
月
一

z
p
o唱
何
回
。
『

同ロ
O
羽目。
ι
問
。
、
宮
昆

ou
岳
m

同Z
ロ
骨
自
由
民
色
町
巴
ロ
ロ
相
官
。
『

色
町
民
3
2
E仏
印
官

n
Z
R
忘
却
(
比
包

Mrふ
)

同記目。ロ
hHr
。吋可。出向
Mg]
岡市咽均一
m
m
O
国富門戸。
F
H国

U
M

Z
Oロ
O岡
山
ロ
品
目
ω
4
5日再
E
2
5
〈

包

再

出

吾

4
M間
百
円

宮
え

HOE-H邑ロ間内
4-Eu--

4zo
回
目
崎
吉
良
甲
山
目
。
向
。
E
E
Z
何

E
日
5
町
内
同
二
回
山
戸
市
z
h

ruω
吋日
o
p
ι
'
H白
凶

1

k
r
u
m
pロ
2
0『]。
-
z
m
E
n
r
出

z
r
u
宮
内
凶
円

E
E
q
H由
宇

o
p
H
∞会。目

ゐ
) 

同
} とl.-D∞ 、。

) 

ζ

れ
ら
幾
多
の

4
4
9
1
の
著
作
ψ
う
も
最
も
有
名

な
の
は
、
〉
の
ロ
巳
の
ω一
口
r
ω
2
E民
自
(
院
名
)
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
嘗
時

ω皐
界
に
非
常
の
セ

Y

セ
イ
V

ヨ
y

を
惹
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
者
は
、
直
接
に
は
・

一
人
二
四
年
三
月
、
四
月
、
五
月
の
叶

Z
F
S品
自
冨
平

岡
山
岡
山
号
に
現
は
れ
ロ
リ
カ
ア
ド
皐
徒
の
主
要
な
る
↓

雑

録

サ
ミ
ユ
五
ル
・

4
イ
"
'
}

人
、
デ
ィ
・
ク
キ

Y

V
イ

の

筆

に

な

る

り

E
o四回
2

0『

-
5
0
ロ
自
立
山
B
S
H
M。ロ巴
E
一同
B
E
E
V
J
に
艶
す
る

反
駁
ご
し

τ、
9
カ
ア
ド
経
済
事
の
不
備
品
収
賄
を
突
か

ん
己
せ
る
も
の
で
ゐ
る
。
彼
は
忌
憾
な
〈

H
カ
ア

r
h
z

初
め
そ
の
事
徒
の
債
低
諭
に
於
げ
る
瞭
昧
混
乱
を
指
摘

し
、
そ
の
理
論
の
矛
盾
撞
著
合
暴
露
し
た
o
-
』の

4

f

p
1
の
著
書
に
調
し

τは
、
早
速

d
H
m
司
自
作
自
由

E
Z

MUd山
内
耳
に
こ
れ
亦
倍
名
の
反
駁
文
が
山
で
、
真
に
4

4
9
1
は
他
の
小
冊
子
|
|
〉
戸
刊
誌
耳
宮

ω
P
E
E
-

何

B
E
E
R、同∞
N
a
l
l
に
於
て
白
訟
を
再
び
主
張
、
固

執
し
た
o

そ
の
後

7
p
f
z
は
そ
の
著
ロ
岳
民
民
O
ロ
腕
宮

司
O
白
血
n
乱
開

8
5
E〕
F
S
H
-
w
同省・同ロN

マN包。
N
.

に
於

τ、

J

デ7
イ

.
hクy
ヰ

y

V
イ
は
叫

rm
円。問札目の。『】噌V
。ロ民

日
】
可
、
♂
、
岡
忌
∞
品
主
品
に
於

τ、
そ
れ
ん
¥
〕
吋1
イ"'白

l
の
所
設
を

駁
す
る
ご
こ
み
が
ゐ
つ
た
。

〈

4
9
1
の
朗
宇
設
伺
伯
論
、
特
に

9
カ
ア
ド
批
評
を

窺
は
ん

Z
す
る
に
は
、
こ
の
〉
の
岡
山
民
自
】
一
口
町
句
。
門
官
民
自

に
就
〈
が
一
番
よ
い
。
他
の
書
物
に
も
蕊
に
問
題
ご
す

る
ご
こ
ゐ
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は

こ
の
書
物
に
於
て
展
開
さ
れ
た
主
張
を
繰

b
返
へ

L
述

(
第
六
貌

第
二
十
三
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雑

録

品γ
さ
品
エ
ル
・
.
へ
ィ
，
』

吋
花
に
す
ぎ
な
い
。
依
っ
て
私
は
左
に
こ
の
書
の
内
容

を
紹
介
し
た
い
己
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
構
、
内

容
を
詳
し

t
紹
介
す
る
咽
』
ご
は
こ
、
じ
許
さ
れ
ぬ
ニ
ご

で
あ

h
、
且
又
私
の
不
十
分
乍
ら
己
に
そ
の
内
容
に
就

て
若
干
紹
介
批
判
し
た
こ
ご
で
も
あ
b
、
実
々
、
ニ
、

に
は
た
hv
そ
の
要
領
の
一
斑
を
神
地
て
彼
れ
の
経
済
率

史
上
に
於
り
る
地
位
、
重
要
を
努
髭
せ
し
め
る
に
止
め

τ置
〈
。

=一

4
4
y
1
に
依
れ
ば
、
同
慣
値
に
は
何
等
改
橋
的
、
絡

調
的
若
〈
は
異
質
の
贋
値
な
る
も
の
は
な
い
、
た
い

Y

相

交
換
き
れ
る
こ
物
が
相
樹
立
す
る
そ
の
相
劃
的
関
係

1
l相
調
舗
伯
が
あ
る
の
み
で
あ
る
Q

即
も
彼
仁
於

τ

は
、
債
値
は
、
ア
ダ
ム
・
月
ミ
λ

、
9
カ
ア
ド
の
「
そ
の

物
の
所
有
が
爾
ら
す
ご
ニ
ろ
の
他
物
を
購
買
す
る
力
』

に
外
な
ら
な

ν
。
，
に
か
ら
岡
田
値
に
は
相
比
紋
き
れ
得
る

二
つ
の
物
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
の
物
に
関
係
な

〈
一
物
に
就
て
の
み
償
値
を
云
々
す
る
は
不
可
能
で
あ

る
。
物
の
師
偶
佐
川
r
他
物
購
買
力
で
あ
る
な

ιば
、
何
等

か
の
購
買
す
る
も
の
が
な
り
れ
ば
な

ιな
レ
。

(
策
穴
貌
一
五
ニ
)
一

o=一ニ

斯
様
に
圃
慣
値
を
二
物
の
関
係
吉
見
る
な
ら
ば
、
償
値

は
比
較
き
れ
る
ニ
物
の
一
物
に
就

τは
鍾
動
す
る
が
、

そ
の
他
物
に
就
て
は
鑓
勤
し
な

ν
ご
は
云
ひ
得
ら
れ

ぬ
o
A
の
B
に
劃
す
る
横
値
は
綾
動
す
る
が
、

B
の
A

に
謝
す
る
酬
明
備
は
麗
勤
し
な
い
、
若
(
は
A
は
B
に
謝

す
る
舗
値
に
於
て
上
る
が
、

B
は
A
に
謝
す
る
倒
他
に

於
て
勤
か
ぬ
、
な

E
、
考
へ
る
の
は
不
合
理
極
ま
る
o

そ
れ
は
地
球
の
太
陽
か
ら
の
距
離
は
設
は
h
得
る
が
、

太
陽
の
地
球
か
ら
の
距
離
は
従
前
正
同
じ
で
あ
る
‘
ぜ

考
へ
る
ご
等
し
(
貨
に
馬
鹿
気
た
話
し
で
あ
る
。
例
へ

ば
A

B
二
つ
の
商
品
が
あ
っ
て
、
是
の
岡
慣
他

u同
じ
で

あ
る
己
す
る
。
百
こ
ろ
が
何
等
か
の
事
情
に
よ

h
A
の

生
産
に
以
前
の
ニ
絡
の
労
働
量
が
必
要
己
な
っ
た
に
拘

は
ら
す
、

B
の
生
産
に
は
依
然
己

L
t
閉
じ
式
り
の
勢

働
量
し
か
要
せ
な
い
己
す
る
な
ら
ば
、

A
の
B
に
謝
す

る
煩
値
は
二
倍
，
と
な
る
で
ゐ
ら
う
、
換
言
す
れ
ば
、

A

は
二

B
正
交
換
き
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
併
L
B
は
似
令

以
前
ピ
同
じ
勢
働
に
て
生
産
さ
る
、
に
し
て
も
、
以
前

古
閑
じ
慣
他
を
有
っ
て
ゐ
な
レ
、
そ
れ
も
設
化
1
る。

何
散
な
れ
ば
B
は
A
の
宇
品
川
ピ

Lτ
変
換
さ
れ
な
い
か

第
二
十
三
巻



F
h
z

。彼
低
価
闇
儲
概
念
に
つ
い
て
の
彼
れ
の
考
へ
を
左
の
如

f
要
約
し
て
ゐ
る
。

一
回
闇
値
な
る
言
葉
が
二
物
の
閥
の
関
係
争
ニ
示
す
も
の

な
る
以
上
、
「
貨
物
が
戒
る
他
の
貨
物
に
費
す
る
明
ら

か
な
晶
若
〈
は
暗
獣
な
る
、
関
係
な

f
し
て
、
債
低
を

有
も
、
或
は
償
備
に
於
て
趨
動
す
る
ご
は
一
耳
は
れ
得
な

い
Q

品
、
の
同
情
値
は
何
bhm
に
於
げ
る
償
値
.
若

t
は
何

色
か
に
劃
す
る
闘
係
に
於
け
る
贋
値
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

向
。

ニ
ニ
物
の
・
』
の
関
係
は
他
の
一
物
に
闘
し
て
趨
勤
す

る
ζ

正
な
し
仁
、
こ
の
一
物
に
閲
し
て
襲
動
す
る
こ
芭

は
め
b
得
な

ν。
若
し
A
が
B
に
劃
す
る
関
係
に
於
て

上
る
な
ら
ば
、

B
は
闘
定
的
な
る
を
得
告
す
し
て
、

A
に

相
到
す
る
閥
係
に
於
て
下
ら
ま
る
を
得
な
い
。

三
一
貨
物
の
債
依
は
た
い
或
る
他
の
貨
物
の
品
川
量
に

よ
っ
て
の
み
一
吉
ひ
現
は
苫
れ
得
る
に
す
ぎ
な
レ
。

四
A
貨
物
の
債
値
が
上
る
己
云
ム
こ
己
は
、
ニ
の
貨

物
的
同
じ
分
量
が
、
以
前
よ
b
は
主
れ
正
の
闘
係
に
於

て
A
貨
物
の
便
値
が
上
る
芭
云
は
る
、

z-』
ろ
の
B
貨

蒋

韓

サ
ミ
ユ

Z

ル
・
ベ
イ

-
P
1

物
の
よ
・
9
大
な
る
分
量
ピ
交
換
苫
れ
る
こ
ご
を
意
味
す

忽
岨
。

五
A
の
周
慣
値
が
下
る
正
一
疋
ム
ニ
己
は
、
そ
の
同
じ
分

量
が

B
の
よ
り
砂
い
分
量
芯
交
換
手
れ
る
・
国
百
を
意
味

す
る
。h

r
(
の
如
〈
ペ
イ
リ

I
は
債
値
を
定
義
し
て
、
き
て

P
カ
ア
ド
及
ぴ
そ
の
聞
宇
徒

ω回
明
値
概
念
に
劃
す
る
殴
除

の
態
度
を
非
難
す
る
。

y
カ
ア
ド
は
二
方
に
於
て
、
ア

ダ

ム

・

ス

ミ

λ

の
伺
低
の
定
義
|

l
他
物
購
買
カ
ー
ー

に
同
意
し
乍
ら
、
他
方
に
於
て
、
そ
れ
を
生
産
す
る
に

常
に
正
確
に
同
じ
勢
働
分
量
を
必
要
正
す
る
が
如
き
何

ら
か
の
貨
物
が
見
付
か
る
な
ら
ば
、
そ
の
貨
物
は
不
品
開

の
債
値
金
有
つ
で
あ
ら
う
、

Z
云
ふ
Q

に
が
岡
個
値
が
単

に
閥
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
限
h
、
ニ
の
命
題
は
奥
で

あ
り
得
な
い
。
こ
の
貨
物
は
何
に
謝
し
て
不
援
の
煩
低

を
有
っ
か
?
相
関
す
る
も
の
は
何
か
?
き
う
で
あ

る
か
も
知
れ
ぬ
。
が
不
獲
の
妙
働
分
量
に
で
生
産
せ
ら

る
、
が
故
に
色
う
で
は
な
い
。
何
故
ご
い
ふ
に
こ
の
場

合
労
働
は
依
然
己

L
て
或
る
一
定
の
量
で
あ
る
の
に
、

若
し
他
の
貨
物
の
勢
働
が
増
加
し
た
り
減
少
し
た

b
す

骨
格
六
腕

第
三
十
=
一
巻
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三
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輯

瞳

サ
ミ
孟
孟
ル
・
イ
イ

9
B

る
な
ら
ば
、
こ
の
貨
物
正
一
他
の
凡

τの
貨
物
Z
の
債
他

聞
係
は
、

F
カ
ア
ド
自
身
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
直
ち
に

縫
動
す
る
で
ゐ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。
か
〈
て
4

4
リ

1

に
依
れ
ば
.
『
償
値
は
二
物
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る

か
ら
、
債
値
は
そ
の
物
の
一
つ
の
み
に
影
響
す
る
所
の

原
因
が
生
中
る
二
古
は
で
き
な
い
の
で
、
二
つ
の
原
因

か
ら
、
即
も
唱
』
の
胸
係
が
そ
の
聞
に
存
在
す
る
芭
ニ
ろ

の
物
に
そ
れ
ん
¥
働
〈
二
組
の
原
因
か
ら
、
起
ら
ね
ば

な
ら
泊
、
芭
云
ふ
こ
正
は
、
論
中
る
迄
も
な
〈
明
ら
か

で
あ
る
い
。

εれ
ゆ
ゑ
に
彼
は
ス
ミ
R

、
9
カ
ア
ド
、
マ

ル
ず
且
な
ど
が
則
ゆ
る
異
質
問
慣
値
及
び
名
目
債
低
の
名

稀
を
絶
品
割
的
に
排
す
る
o
彼
に
在
b
τ
は
、
一
貨
物
り

債
低
は
貨
僻
低
位
、
毅
物
倒
値
、
布
岬
慣
低
な
ど
、
、
そ

れ
正
比
紋
苫
れ
る
貨
物
に
従
っ
て
、
数
限
b
な
〈
ゐ
る

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
等
し
ぐ
異
質
債
債

で
ゐ
h
名
貝
債
依
で
ゐ
h
得
る
。

4

イ

y
1
の
回
慣
値
瓶
念
は
hr
〈
の
知
く
あ
〈
迄
も
相

封
的
で
ゐ
る
か
ら
、

y
カ
ア
ド
の
如
〈
異
な
れ
る
時
期

に
於
り
る
貨
物
の
債
値
を
比
綾
す
る
こ
芭
は
・
帥
も
所

調
圃
闇
値
の
不
謹
尺
度
を
見
出
さ
ん
正
す
る
こ
ご
は
、
問

第
二
十
三
巻

(
第
六
韓
-
五
回
)
一

o=一四

題
に
な
ら
な
い
o
耳
慣
値
は
同
時
代
の
貨
物
聞
の
閥
係

で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば
斯
く
の
如
き
も
の
、
み
が
相
互

に
交
換
さ
れ
得
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
。
而
し

τ若
し
吾

々
が
一
時
代
に
於
け
る
貨
物
の
債
値
芭
他
の
時
代
に
於

げ
る
そ
の
債
値
E
を
比
駿
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
こ
れ

ら
恩
円
な
れ
る
時
代
に
於
て
、
を

ω貨
物
が
或
る
他
の
貨

物
に
立
つ
聞
係
の
比
較
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
一

時
代
に
於
り
る
何
ら
か
姻
省
の
、
濁
立
の
、
性
質
ピ
他

の
時
代
に
於
り
る
同
じ
性
質
ご
の
比
岐
で
は
な
い
。
そ

れ
は
二
つ
の
異
な
れ
る
時
代
に
互
に
交
換
さ
れ
る
引
の

比
率
若
〈
は
相
劃
的
分
量

ω比
較
た
る
に
過
ぎ
ぬ
」
。
彼

に
在
h
τ
は
、
不
品
開
の
伺
倣
尺
曲
目
た

h
得
る
貨
物
の
存

在
は
物
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
ば

h
v
h
で
午
(
、

hr

、

る
貨
物
を
見
出
色
ん
己
す
る
こ
ご
自
身
が
己
に
矛
盾
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
向
。

兎
に
彼
は
拙
労
働
の
債
値
・
利
潤
、
債
他
の
尺
度
、
債

依
評
回
恨
の
方
法
、
国
間
値
ご
宮
ぜ
の
差
別
、
債
値
の
尺
度

Z
原
因
芯
ど
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し
〈
諭
す
る
が
、
そ

の
根
本
的
立
場
は
、
古
う
し
て
叉
二
、
仁
問
題
t
す
る

に
足
る
も
の
、
主
要
貼
は
・
は
い
γ

以
上
の
如
〈
で
あ

Bailcy， ibid.， p. 16 

Bailcy， ibid.， pp. 72-3 
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-
A

制。要
す
る
所
ベ
イ
9

1
の
9
カ
ア
ド
批
評
は
、
一
面
、

日
カ
ア
ド
が
債
値
(
異
質
煩
値
)
芭
そ
の
表
章
形
態
た
る

交
換
倒
伯
(
相
針
‘
比
較
伺
他
)
に
劃
す
る
暖
除
な
る
態

度
を
指
摘
し
、
償
伯
の
不
副
理
尺
度
を
見
出
さ
ん
ご
す
る

要
求
ぞ
れ
自
ら
を
尿
げ
る
ニ
Z
に
於
て
、
そ
の
率
問
的

長
所
を
有
つ
が
、
他
面
.
其
質
倒
伯
の
概
念
ef
排

L
・

雑
然
た
る
倒
他
の
相
謝
的
表
章

ωみ
を
以
て
伺
値
概
念

の
凡

τhv
め
る
ど
な

L
、
債
依
の
量
的
問
胞
の
み
を
取

扱
ひ
、
そ
の
質
的
問
題
を
全
然
顧
み
ぎ
る
こ
芭
に
於

τ、
そ
の
致
命
的
な
る
紋
陥
を
有
つ

τゐ
る
。
こ
れ
ら

の
快
附
を
矯
正
L
、
刷
闇
値
ピ
耐
慣
帥
山
形
態
.
煩
値
の
量
的

質
的
問
題
を
海
然
た
る
み
-
一
簡
の
下
に
統
一
、
説
明
す

る
迄
に
は
‘
な
ほ
可
な
り
の
時
代
の
進
歩
を
必
要
正
し

た
も
の
で
ゐ
る
。
(
完
)


